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▲昭和５８年道道洞爺湖登別線（汐見坂）

　

わ
が
国
は
、
位
置
や
地
形
な
ど
か
ら
、

地
震
や
台
風
、
豪
雨
、
火
山
噴
火
な
ど

が
発
生
し
や
す
い
国
土
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
日
本
と
世
界
の
地
震
発
生

回
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
６
・
０
以
上
の
地
震
の
約
２
割

は
日
本
で
発
生
し
、
世
界
の
活
火
山
の

約
１
割
が
日
本
に
存
在
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
梅
雨
の
末
期
に
発
生
し
た

新
潟
・
福
島
豪
雨
や
福
井
豪
雨
、
観
測

史
上
最
多
と
な
る　

個
の
台
風
上
陸
、

10

新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、
全
国
各
地
で

大
き
な
災
害
が
相
次
ぎ
、
防
災
の
取
り

組
み
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

れ
た
年
で
し
た
。

　

災
害
の
未
然
防
止
と
被
害
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
は
、
過
去
の
災
害
か
ら
得

た
教
訓
を
生
か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

へ
の
備
え
を
行
い
、
災
害
発
生
時
に
迅

速
か
つ
適
切
に
防
災
活
動
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
生
き
埋
め
や
建
物

な
ど
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
方
の
う
ち
、

自
力
に
よ
る
脱
出
や
家
族
・
隣
人
に
よ

っ
て
救
助
さ
れ
た
方
が　

�
を
占
め
、

９５

専
門
の
救
助
隊
に
救
助
さ
れ
た
方
は
、

わ
ず
か
１
・
７
�
し
か
い
な
い
こ
と
が

�
日
本
火
災
学
会
の
調
査
で
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
消
防
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
が
、
同
時
多
発
す
る
災
害
発
生
直
後

の
対
応
に
、
限
界
の
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

被
災
者
が
増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
防

災
関
係
機
関
自
体
が
被
害
を
受
け
た
り
、

道
路
や
橋
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
り
し

て
、
防
災
関
係
機
関
の
救
助
活
動
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
直
後
は
、
情
報
な

ど
が
混
乱
し
、
防
災
関
係
機
関
に
よ
る

適
切
な
対
応
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
が
助

け
合
い
、
人
命
救
助
や
初
期
消
火
に
努

め
る
こ
と
が
被
害
を
小
さ
く
す
る
大
き

な
要
因
と
な
り
ま
す
。
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▲昭和５５年片倉町
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